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バンコクに滞在する越日カップルの
　　　　　　　ベトナム語継承実践

　一「子ども部屋時代1」への移行期のなかで一

中川　康弘

1，はじめに

　2006年度末法務省入国管理局統計によると、日

本在留のベトナム人数は32，485人。そのうち日本

人の配偶者等資格の者は1，431人となっている。だ

がこれら越日カップルの子どもに対するベトナム語

継承を考えると、数の少なさのみならず周囲の価値

観や主要言語（日本語）との社会的格差などが影響

し（Wong　Fillmore　1991、中島2003等）、その環境

が整っているとは言いがたい状況にある。将来的課

題として母語を保持、支援する社会体制の整備等も

考えるべきとの議論もあるが、現時点では、家庭に

よって左右されるのが実状である。

2．研究の背景

　二言語維持のためには、親の役割意識と意思決

定が重視され、学習言語への移行期にも就学前に家

庭で習得した知識、技能が重要だと言われている

（カミンズ2006、西原2007）。家庭における母語保

持について述べた代表的な実証研究である朱
（2003）は、韓国人児童への質問紙調査と母語力テ

ストの結果から、読み聞かせや文字学習など家庭内

での母語使用が母語保持、育成に効果があるとし、

会話力テストによる調査を行った朱（2005）でも、

家庭での努力が母語保持・育成に最も関係あると結

論付けている。これらの指摘、結果は、母語保持、

育成には家庭での実践がいかに大切かを物語ってい

ると言えるだろう。

　Yamamoto（2001）は、言語併用発達に与える要

因の一つに家族的要因を挙げ、兄弟の有無、家族の

移動の頻度、親類との交流が子どもの言語発達に関

わるとしているが、人の移動が世界規模で起こって

いる近年、家族の移動というステージに遭遇した国

際結婚カップルを扱うことは意義のあるものだと考
える。

3．研究の目的

　そこで本発表では、仕事の都合でバンコクに一時

滞在する越日カップルに焦点を当て、本調査時点で

2歳10か月という子ども部屋時代を迎えた子ども

に対し、カップルがタイのバンコクという環境にお

いてどう母語継承を実践しているのかに着目した。

具体的には、バンコクへの移動と子どもの成長が、

中川（2006）で見られた調査結果（子どもへのベト

ナム語使用の徹底、帰属意識・多言語意識育成の働

きかけ、ネットワークを活用した日本でのベトナム

語環境作り）にどう影響をもたらすか、①維持・促

進した点と、②抑制・変化した点、を追った縦断的

調査報告として本発表を位置づける。

4．調査協力者と調査方法

　協力者は、ベトナム人女性VAとその日本人配偶

者JA。両者とも30代前半で、　VAさんは主婦、　JA

さんは日本の公的機関に勤務している。JAさんと

ベトナムで知り合ったVAさんは、2002年に結婚、

来日。2004年10月にVJ君が生まれ、　JAさんの転

勤に伴い2006年8月よりタイのバンコクに住んで

いる。VAさんの現在の主な家庭内言語は、夫のJA

さんとは日本語、VJ君とは日本語、ベトナム語を

使用している。

　筆者は2007年7月末に5日間ほどバンコクに赴
き、VAさん・家と行動を共にした。調査はその際

の参与観察と、滞在最終日にVAさん、　JAさん同

席のもと約3時間行ったインタビューが主である。

後目参与観察メモと、インタビューの音声デー一・・Lタの

部分的文字化を行い分析資料とした。また補足事項

は後日メールで確認した。以下、データは斜依デ

ータ中のベトナム語の日本語訳は｛｝で示す。

5．調査結果

5．1維持・促進した点

　前回調査において、2人は読み書きの習得は家庭

での努力が不可欠であることを十分認識していた。

今回の調査でも同様、日常的に両言語の絵本を使用

し読み聞かせを続け、壁に日越英対照の子ども向け

教材も貼り、文字の認知、語彙の増加に努めていた

ことが確認されている。

　また参与観察では、VJ君が伝えたいことは必ず

文単位で言わせ、言葉による意思表示を徹底してい

ることも確認された。以下は日本語でのやりとりの

参与観察データである。
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〃！ごntha　hduD’やない、ナい鷹
（参与観察データ1：食事中の会話で）

K1ノお母さん、義

VA．’　2っ、こ餌ま乙いの9

V1－一ちがク。

VAノ何9おしっこ2

　この他、散歩の時に歌を歌いあったり、VAさん

がベトナムに電話をした際はVJ君を呼び、ベトナ

ムの童謡を歌わせていたりすることも見られた。

　次に帰属意識については、VJ君が両国に属して

いるという自らのルーツを認識しはじめているエピ
ソV・・一一ドが確認された。

（インタビューデータ1：帰属意識の認知）

VA’今βおし父さんaAさんノ甥っでこない、　t卜葬

　　でべみナムデテっでるんでナよっで言っでる、

　　K1、糞6お交さんEkい、べみナムおん£あち
　　やん8お｛じ〃、ちやん会〃、た〃・って㌔だ妙↓ら、

　　砿1なソお！議あちやんどおじいちやんべrみナ

　　ムいる、べみナムっで言ったちわかっでるんで

　　ナよ、私びっぐク。

　タイはベトナムまで飛行機で約2時間。どちら
も東南アジアということもあり、気候や食文化など

は似ている面もある。またバンコク市内は外国人も

多いことから、多言語意識も育みやすい環境にある

といえる。以下、多文化に接している例として、参

与観察データ2でタイの社会文化経験、データ3で

英語話者の子どもとのやりとりを挙げる。

（参与観察データ2：バスターミナルで）

K1の働ノ鰍直立不動で王羨の歌を塘ぐ。

ベトナム語の産出は、VAさんから働きかけたフ
レーズでの使用に限られていた。

（参与観察データ5：時計を壊した後で）

VA’K1、　Xin　lδ1／こあんなさりな9

　　Xin　l6i言いなさ〃も

v1’Xin　励＿．

（参与観察データ6：だっこしてほしい時）

VA！だっこ　2　D’　Apあ、　N6砂勿me　di！／／お母さん

　　憂乙でるノっで言っで！ノ

レ：ノ’Con｝・2u　m¢｛・お」母・さん憂乙で・5｝．だっこ。赤ち

　　やん〆こなのをいよ。

　日本語でのやりとりが増加したことについて、

VAさんは、以下のように述べている。

（インタビューデータ2：日本語増加の理由）

VA！憂勿の鰍べみナム語、2入の会謝まべみナ

　　ム語多かったんでナグどだルだん考えで

　　4・学狡の寿なったらβ本の勃さ行っでぼz／い

　　から、今冴翻ぎっ蔦

　この日本語の増加は、VAさん自身の読み書きに

も影響していた。バンコクに来て以来、VAさんは

日本語を読む機会が減ったと自ら感じ、主に夜、

VJ君が寝てJAさんが帰宅するまでの時間に日本
語サイトを多く見るそうだ。

　また、双方の家族、特に祖父母に触れる機会が

少ないことからくる両言語の接触機会の喪失もバン

コク滞在のデメリットとして感じていた。

（参与観察データ3：

　　　ニュージーランド（NZ）人の子どもと）

VA－一ぞろぞろ甥クましょク。

NZ：Don　’t　go　home．

VA－－OK　OK．

5．2変化・抑制した点

　日本にいる時と異なる点は、VAさんがVJ君に
話しかける言葉に日本語が増えたことである。前回

調査では、VJ君とのパーソナルな会話のみならず、

その中に第3者の日本人がいる場合でもベトナム語

使用を徹底していた。今回の参与観察では、2人だ

けの時も両言語併用するか、日本語でのみ話しかけ

ていることが多く見られた。以下にデータを記す。

（参与観察データ4：食事中の会話で）

VA’　Dtr　aゐ6曜ナ〃吻愛べ蔦

（インタビューデータ3：祖父母に触れる機会）

VA’やっな9クお｛じ〃、ちやんお！鶉あろやんが〕周ク

　　〆ごいでぼし〃もあた乙なガ・さ’い碍…6親戚Lま

　　かから歌とか彦話とか甥いたが・ら。

JA’ぞク。今なβ分が灘る滋ノご架鯛てr舗盆
　　でぐるんでナよ。ごノzじゃまずいま。

　そして将来的なベトナム語継承について、前回

調査では、日本でのベトナム語ネットワークを活用

してベトナム語継承を試みようとしていたが、今回

は、以下のように述べていた。

（インタビューデータ4：ベトナム語継承の計画）

VAノ半年か一年ぐらいrべみナム！こノデテかぜよク

　　8、蟹っで、今、褒低破営莞でららって1

み望’ぞラでナカ、できたら笑・年あたク〆こ半年でら。

VA！ぞラ。　で、その饗β本一珂戻っで4・学疏λる

　　の難しで、でガ、学茂終わっで中難か蔽i生
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ぐらい寿〆こらクー最ぐべみナムの学痩！ら

ベトナムに帰国させることで身にっけさせよう

とした理由は、以下に記す補足メールで確認された。

（一時帰国によるベトナム語継承を考えた要因：

　2007年9月28目JAさんからのメール受信）
ff，衣がべ’みナム語を淳でにぐい環垢であるのな言づ

まで6あクまぜん。多言諮で㍉勉飼、と斐乙兵存しで

いるこぞを籍できるバンコク〆ご某で、8轡ぐら〃、

淳で！こぐb、気矛ゴ乙5ξLko

　そして2人は、母語継承に対する態度として、

あくまで親の意識の問題としながらも、ベトナム語

を継承するに十分な環境とは言えない日本での現状

について、次のような意識を持っていた。

（母語継承支援についての2人の意見：

2007年9月28日JAさんからのメール受信）
言雛承／こついでは羅1勾の，識辱の囎だ㌔と、蟹〃、ま

先β7脚が行クべきは、言認承しやすの綾
や蹉律を作るのでななぐ、β本入一A一スが欧米以

外の調、諸文殆を輯ナる鋳ちを耀遷乙でぐ九
るよクなLL・の面／でのナポーみだオ、齢、ま先

6．考察

　まず、バンコクにおいて維持・促進した点で、言

語継承については、両言語の読み聞かせによる文字

語彙の認知、言葉による意思表示の徹底など、前回

同様に両言語の知識、表現力を育ませようとする姿

勢が見えた。このことは「家庭で習得した知識や技

能は母語から学校言語へ転移する」というカミンズ

（2006）の主張を順調に推し進め、学習言語の下地

作りになっていることがわかる。

　また帰属意識と多言語意識についても、VJ君の

中に育成されている様子が見られた。これは、バン

コクという都市が持つ多言語環境によるところが大

きく、家族の移動がプラスに作用した結果だと言え
よう。

　だが、この移動により変化・抑制した点には、

まず、VAさんとVJ君のやりとりが、ベトナム語

使用機会の少ない日本という環境ゆえ1歳のVJ君

にはベトナム語使用を徹底していた前回調査に比べ、

現在はバンコクという環境ゆえ、日本語に触れさせ

ようと努めていたことが挙げられる。その要因とし

ては、1）日本に戻った後の生活を考えていること、

2）VAさん自身の日本語力の維持、3）両親との接

触の少なさ、の3点が挙げられ、今はベトナム語で

はなく日本語を重視する方針をとっていた。このこ

とから、親のどちらかの国ではないという環境が言

語継承を抑制させていることがわかり、家族の移動

による言語継承の継続の難しさが改めて示された。

　そしてベトナム語継承については、2人は現状で

はベトナムへの一時帰国という手段を考えていた。

帰国による実践を選択したことは、バンコクへの移

動によって、バンコクという多言語環境と日本を相

対化し、日本でのベトナム語継承実践の難しさに改

めて気づいた過程が、一時帰国によるベトナム語継

承を考えた要因を述べたメールから読み取れる。

　ただここで、バンコクにおいて2人が日本での
実践の難しさを相対化し、結局、一時帰国という継

承実践の手段を考えざるを得なかったという点は無

視できない。親の意識が徹底していなければ、一時

帰国という手段も考えることができないかもしれず、

本来ならば、日本においても何の障壁もなく実践で

きることが理想の形だからである。2人は、母語継

承支援についてのメールで、受入れ社会である日本

には、欧米以外の文化への尊重等、日本人一人一人

への啓蒙の必要性を指摘していた。このことから、

VAさんたちのような「実践当事者への支援」より

も、むしろマイノリティ言語文化の理解者を育てて

いくための「受け入れる日本人側への支援」が求め

られるといえる。よって、母語教育に携わる者は、

形だけの制度や政策に留まらない、母語継承実践の

当事者の心清に立ちつつ、多くの日本人に対して、

さまざまな場、形で、母語を重視する教育、意識改

革の働きかけをしていくといったサポートのあり方

が示唆された。

7．おわりに

　以上、1組の越日カップルのバンコクにおけるベ

トナム語継承実践の過程を紹介した。このカップル

の行方を追いつつ、今後は成長に伴い獲得される子

どもの言語能力、言語継承に対する意識、さらには

親の継承実践に対する意識にも着目し、引き続き調

査していくことを課題としたい。

注

1中島和子（1998）17－32参照。語彙が増え、言葉による

感情表現、思考を学ぶ2－4歳がこの時期にあたる。
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